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②持続可能な社会に向けた統合的取組の展開
（その２）

地球温暖化への対応の視点
資源採取・利用・廃棄の視点

生
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（気候変動部分）
「我々は、低炭素経済に移行しつつ、世界的に、 排出を減速し、ピークに達し、そして

減少させなければならないことを理解する。これには、先進世界におけるリーダーシップ
を必要とする。」

枠組みの３つの柱の一つとして「低炭素社会への移行」を掲げる。
3つの柱：①開発のためのエネルギー・貧困層のアクセス、②低炭素経済への移行、
③適応

2005年Ｇ８英国グレンイーグルズ・サミット（議長総括）

世界銀行「クリーンエネルギー及び開発に関する投資枠組み」

低炭素社会について

（気候変動への取組）
「我々は、低炭素社会に向けての取組を喫緊に加速する必要がある。」
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